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 b. 強いて行うこと。「無理をして体をこわす」「無理に連れ出す」 











【出典】BCCWJ, サンプル ID：OY02_00359, Yahoo!ブログ, 2008 年 
 b. 他さ出て行くってのを無理引き止めるわけにゆかんかったで、「お前良か如せろ」
ち言たわけよ。 







化しちゃうと三つになっちゃうわけですね。       【出典】BCCWJ,  
サンプル ID：OB1X_00242, 坂東義教(著)『坂東先生の教育講座』, 1980 年 




くらい寝ろよ」「無理」     【出典】BCCWJ, サンプル ID：OB6X_00247,  
金原ひとみ(著)『蛇にピアス』, 2004 年2 
 b. 昨日クマママさんが、予約注文の梅二十キロを運んで来た。「ついでにお砂糖４
キロ買ってきて・・」と欲張りババの声に・・「無理無理、自転車がつぶれるヨ
ー」    【出典】BCCWJ, サンプル ID：OY05_01089, Yahoo!ブログ, 2008 年 
 c. あいのりの「おまみ」きつい・・・・・・？！あなたは、どう思う？！無理！！
近くにいたらかなりウザイ！！！！！！！！！！ 













(4) むり【無理】(名･自サ･形動ダ) 4. (俗)いやなようす。受け入れられないようす。「女


































けながら探求する研究領域である (Jucker and Taavitsainen (eds.) 2010、高田他編 2011、高田






報告されている (三枝 2013、趙 2013、鳴海 2015、柴﨑 2017、Shibasaki 2018, 2019a, 2019b
など)。 



















9 「語用論的標識」の訳は、澤田他(訳) (2018)、椎名(監訳) (2020)による。語用論的標識は、談話標識(discourse 
markers)、談話不変化詞(discourse particles)などとも呼ばれる(澤田他(訳) 2018: 54)。 
10 語用論的標識の定義・機能、研究背景などについては、Brinton (2017: 2–11)が詳しい。 















・和漢通用集 (1596–1644)「無理 むり 道理なき也」 




・顔氏家訓 (600 頃) 省事「若横生図計、無理請謁、非吾教也」 
・三国伝記 (1407–46 頃か) 六・一「地獄を作りて、凶人を獄率と為し、無理に
罪人を堕す」 
・史記抄 (1477) 呂不韋伝「無理な所望をしたぞ。此姫を我にくれよと云ぞ」  



























表 1 調査対象コーパス 
コーパス名 収録年代 検索対象語数12 
ﾃﾞｰﾀ 
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 中納言 
日本語歴史コーパス(Corpus of Historical 
Japanese: CHJ) 
8c頃–1947 16,866,309 2020.03 2.5.2 
現日研・職場談話コーパス(Gen-Nichi-Ken 
Corpus of Workplace Conversation: CWPC) 
(現代日本語研究会(編) 2011) 
1993–2000 186,906 2018.03 2.4.2 
名大会話コーパス(Nagoya University 
Conversation Corpus: NUCC) (藤村他 2011) 
2001–2003 1,131,971 2018.02 2.4.2 
日本語日常会話コーパス モニター公開版
(Corpus of Everyday Japanese Conversation: 
CEJC) 












ｷﾘｼﾀﾝ 狂言 近松 洒落本 人情本 
連体修飾 
無理な 1 6 1 6 9 23 9.1 
無理なる 0 0 0 0 3 3 1.2 
副詞 
無理に 0 47 3 18 31 99 39.1 
無理やりに 0 0 0 6 2 8 3.2 
無理無体に 0 0 3 4 1 8 3.2 
名詞 
無理+無助詞13 0 0 1 0 4 5 2.0 
無理+格助詞 0 2 1 9 17 29 11.5 
無理+副助詞 0 0 0 5 23 28 11.1 
述語 
無理+コピュラ 0 1 0 10 18 29 11.5 
無理+終助詞 0 0 0 0 3 3 1.2 
複合名詞 無理酒など14 0 0 1 3 13 17 6.7 
意味・用法不明 0 0 0 1 0 1 0.4 
計 1 56 10 62 124 253 100.0 
 
12 記号・補助記号・空白を除いた数値である。 
13 表 2における「無理＋無助詞」は 5例とも動詞「言ふ」が後続している。 








【出典】CHJ, サンプル ID：40-天平 1592_01003, 『天草版平家物語』, 1592 年 
 b. しうよろこびて、太郎くわじやにきせてみたがるを、いやがれども、無理にき
せて、           【出典】CHJ, サンプル ID：40-虎明 1642_01016,  
『虎明本狂言集』「隠笠」, 1642 年 
 




表 3 は、CHJ における近代の「無理」の用例を時代別・サブコーパス別にまとめたもの
である。江戸時代までと比べ、用法も形式も多様化してきたことが窺える。 
 
表 3 CHJ における近代の「無理」の用例数 
用法 形式 
明治 大正 昭和 
計 ％ 
初期口語 雑誌 教科書 雑誌 教科書 教科書 
連体修飾 
無理な 12 25 0 37 0 1 75 7.3 
無理なる 0 32 0 5 0 0 37 3.6 
無理の 2 13 0 7 0 0 22 2.2 
無理無体な 0 0 0 1 0 0 1 0.1 
副詞 
無理に 7 116 2 105 1 11 242 23.7 
無理無体に 1 6 0 0 0 0 7 0.7 
無理無残に 1 0 0 0 0 0 1 0.1 
無理往生に 2 2 0 3 0 0 7 0.7 
無理無理に 0 1 0 0 0 0 1 0.1 
無理無性に 0 2 0 0 0 0 2 0.2 
無理強いに 0 2 0 2 0 0 4 0.4 
無理押しに 0 0 0 1 0 0 1 2.0 
無理やりに15 0 9 0 11 0 0 20 0.2 
無理やり 0 1 0 1 0 0 2 0.3 
無理から 0 3 0 0 0 0 3 0.3 
動詞 
無理する 0 1 0 0 0 0 1 0.1 
無理押しする 0 1 0 0 0 0 1 0.1 







無理+無助詞16 0 3 0 1 0 0 4 0.4 
無理+格助詞 2 49 0 89 0 0 140 13.7 
無理+副助詞 1 62 2 105 0 3 173 16.9 
述語 
無理+コピュラ 5 116 1 80 0 3 205 20.0 
無理17 0 0 0 2 0 0 2 0.2 
無理＋ﾓﾀﾞﾘﾃｨ 0 1 0 2 0 0 3 0.3 
無理+終助詞 0 2 0 0 0 0 2 0.2 
複合名詞 無理非道など18 18 30 0 17 0 0 65 6.4 
意味・用法不明 0 0 0 1 0 0 1 0.1 














【出典】CHJ, サンプル ID：60M太陽 1895_09056,『太陽』, 1895 年 
 b. 『俺ねも釣れるやらうかね？』と海男は眞面目に訊いた。『さうやね、少し無理や
ね、何せ十五六尋も深いとこから釣りあげるのやし、第一道具の操縱が出來んな




【出典】CHJ, サンプル ID：60M女世 1909_16018,『女学世界』, 1909 年 
 
16 表 3における「無理＋無助詞」に後続する語は、「言ふ」「あり」「なし」「至極なり」各 1例である。 
17 表 3における述語「無理」2例は次のとおりである。 
(i) 「武富だけは申分のない男ぢやが、高田は今更政黨の人となるのが無理、其の他の連中はモウ頭が
利かぬやうになつて居る人達ばかりぢやないか。」 
 【出典】CHJ, サンプル ID: 60M 太陽 1917_10007, 前田蓮山(作)「外交調査會消息」, 1917年) 
(ii) 「横田が最近に於ける無理の初めは高橋内閣改造計畫だ。(略)無理も無理、天下の大無理と云ふも
のだよ。」  【出典】CHJ, サンプル ID: 60M 太陽 1925_04026, 前田蓮山(作)「政界鬼語」, 1925年) 。 











(9) a. 俳諧・鷹筑波集〔1638〕一「手折んはむりやり梅のかきやぶり〈野網〉」 
 b. 鉛の卵〔1957〕〈安部公房〉八「彼はむりやり、自分に言いきかせるのだった」  
 c. 生〔1908〕〈田山花袋〉一五「無理無理出て来たのさ」 
















表 4 現代語の会話コーパスにおける「無理」の用例 
用法 形式 CWPC NUCC CEJC 計 ％ 
連体修飾 無理な 3 4 3 10 2.2  
副詞 
無理に 1 6 3 10 2.2  
無理無理に 0 1 1 2 0.4  
無理なく 1 1 2 4 0.9  
無理無理 0 0 3 3 0.7 
無理やり 5 12 2 19 4.1  
名詞 
無理+格助詞 0 14 5 19 4.1  
無理+副助詞 0 0 1 1 0.2  
動詞 無理する 5 11 8 24 5.2  
述語 
無理+コピュラ 15 147 99 261 57.0  
無理+モダリティ 2 6 1 9 2.0  
無理+終助詞 1 10 6 17 3.7  
無理 4 22 14 40 8.7  
無理無理 0 1 0 1 0.2  
無理無理無理 0 0 0 0 0.0  
無理無理無理無理 0 1 1 2 0.4  
無理無理無理無理無理 0 0 1 1 0.2  




無理無理 0 7 2 9 2.0  
無理無理無理 0 3 2 5 1.1  
無理無理無理無理 0 3 0 3 0.7  
意味・用法不明 0 1 0 1 0.2  
















【出典】CEJC, 会話 ID: T001_014 話者 ID: IC02_師匠, 45-49歳, 男性 
(11) a. F059  #で、お姉ちゃんと今日話ししてみて。# 
F043  #無理。# 
F059  #どうして？# 
F043  #わからんけど。# 
F059  #会えたら話しして。#いい？# 
  【出典】NUCC, 会話 ID: data085, 発話者 ID: F043, 10 代後半, 女性20 
 b. IC01_直也    #背筋とか伸ばしてない#だいじょぶ 
IC03_永井   #だいじょぶだいじょぶ 
IC02_みっちー #意識します#もうちょっと 
IC01_直也    #えっ#無理無理# 
【出典】CEJC, 会話 ID: T002_020, 話者 ID: IC01_直也, 40-44歳, 男性 
 c. F037  #で、先生とこ移れば？ 
F128  #移れない、移れない。# 
F037  #なんで？# 
F128  #無理、無理。# 
F037  #あ、そうなんだ。# 
【出典】NUCC, 会話 ID: data098, 発話者 ID: F128, 20 代前半, 女性 
 d. M033 
   


















【出典】NUCC, 会話 ID: data046, 発話者 ID: F001, 20 代前半, 女性 
 e. F10E  #これ無理ですねー。# 
F10A  #うん。# 
F10E  #ぜったい、無理ですねー。# 
F10A  #うーん、無理。# 
【出典】CWPC, 会話 ID:F10Q141, 発話者コード: F10A, 42歳, 女性 
(12) a. F004  #私も将来生むときさー、２人目のつもりで１人目を育ててみたい。# 
F019  #そりゃ、無理だよー。# 
【出典】NUCC, 会話 ID: data051 発話者 ID: F019, 20 代後半, 女性 
 b. IC03_龍之介 #俺あの辺は# 
IC01_徹      #あ消えちゃったよみたいな感じだもん# 
IC03_龍之介 #そう#あの辺は絶対無理# 
IC02_大場  #うん# 
【出典】CEJC, 会話 ID: T010_004 話者 ID: IC03_龍之介, 20-24歳, 男性 
 c. M013  #思い切って教室開けば？#免許別にいらんのやろ。# 
M011  #そんなもん、無理無理。# 
M013  #なんで。# 
【出典】NUCC, 会話 ID: data116 発話者 ID: M011, 20 代後半, 男性 
 d. IC02_紀子 #ダそろそろまた間違えないかなと思って待ってるんだけど# 
IC03_晴美 #そりゃ無理無理無理無理無理# 


























例として、「都度都度」(北原編 2011)、「ほぼほぼ」 (野口 2016)、「あるある」「いるいる」(鈴
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